


この度は､ ミニモ ワンシリーズ Ｖｅｒ.２  ミニベルトサンダーをお買い求めいただきまして誠に
ありがとうございます｡

ご使用の前に 「取扱説明書」 をお読みいただき正しくご使用ください。 またパワーパックの取扱
説明書、 フットスイッチをご使用になる場合にはその説明書を併せてお読みいただき各機能を充
分にご理解の上ご使用ください｡　本書は、 お読みになった後いつでも見られるよう大切に保管し
てください。 紛失時は弊社ホームページより取扱説明書をダウンロードしてください。

ごあいさつ
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●本書ではお客様への危害や財産への損害、事故を未然に防止するために危険を伴う操作・お取り扱いについて
　次の記号で警告表示を行っています。　内容をよくご理解の上で本文をお読みください。
●本製品を安全にお使いいただくために、ご使用前には必ず本取扱説明書及びハンドピース、フットスイッチの
　取扱説明書をお読みください。
●本書は、お読みになった後もご使用になられる方がいつでも見られる場所に必ず保管してください。
●弊社パワーパックと組み合わせてご使用ください。

この表示の欄は、「死亡する可能性

または重傷を負う可能性が想定され

る」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能

性または物的損害が発生する可能

性が想定される」内容です。

■ 「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するため
に、「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

警  告 注  意

■ 記号表示について

「必ず実行」してください という強制を示します。 ～しないでください という「禁止」を示します。

本書に表示されている記号には、次のような意味があります。

安全上の注意事項

警  告

■本製品は改造や分解をしないでください。
　 ○火災や感電、故障の原因となる恐れがあります。
　 ○本製品の安全性や性能に重大な影響を及ぼす恐れがあります。

■修理は必ず当社にご依頼してください。
　 ○火災や感電、故障の原因となる恐れがあります。
 　○本製品の安全性や性能に重大な影響を及ぼす恐れがあります。

■本製品から異音、煙、異臭が発生した場合には、すぐに電源をＯＦＦにしＡＣコードをコンセントから抜いてください。
　 ○火災や感電する恐れがあります。

注  意

■腐食性ガス（塩素ガス、硫化水素、亜硫酸ガス等）が発生する環境下で使用しないでください。
　 ○火災や感電、故障の原因となる恐れがあります。

■本製品を落下させたり、ぶつけたりしないでください。
　 ○誤作動や故障の原因となります。

■著しく電気的ノイズが発生する機械のそばでのご使用は避けてください。
　 ○誤作動や故障の原因となります。

■結露の発生しない状況で使用してください。
　 ○火災や感電、故障の原因となる恐れがあります。

■周囲温度が0～40℃の範囲で使用してください。
　 ○誤作動や故障の原因となります。

■お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いてください。
　 ○感電、故障の原因となる恐れがあります。

■本製品を廃棄する際には、産業廃棄物として各自治体の指導に従って処分してください。

■子供には絶対に操作させないでください。また、子供の手の届かない場所に保管してください。

■粉塵・油・水が内部に入らないようご注意ください。万一、内部に液体や異物が入った場合、
　 メインスイッチを切って電源プラグをコンセントから抜き、修理をご依頼ください。
   ○火災や感電、故障の原因となる恐れがあります。

■作業場を離れる場合は、安全のためメインスイッチを切り、ＡＣコードをコンセントから抜いてください。

■カーボンブラシ、その他の部品を交換する際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いてください。
　 ○感電、故障の原因となる恐れがあります。

警  告

■破損したカールコードは使用しないでください。
　 ○火災や感電、故障の原因となる恐れがあります。

■本製品を接続する際は、必ずパワーパックのメインスイッチをＯＦＦにして行なってください。
 　○火災や感電、故障の原因となる恐れがあります。 

■作業中は、目の保護のため安全保護メガネ、粉塵対策のため防塵マスク等を着用をしてください。
　 ○作業により発生する切り粉・　粉塵等によって思わぬ損害を負う恐れがあります。

■スイッチを入れる時はハンドグリップを動かさないようにしっかり持ってください。
　 ○ハンドピースが跳ね、工具の破損や怪我の恐れがあります。

■モーター回転中は整流火花が発生します。シンナー、ガソリン等の引火性又は爆発性のある物質の
　 近くでは絶対に使用しないでください。
　 ○火災、故障の原因となる恐れがあります。

■ベルト、プーリー等の回転体に触れないでください。
　 ○工具の破損や怪我の恐れがあります。

■手元スイッチ、DC MOTORスイッチをONにした後は、必ずハンドピースが動作していることを確認してください。
　 ○モーターが動作していない場合、モーターが過熱し火災や故障の原因となる恐れがあります。
      モーターが動作しない原因：コレットチャックが開いた状態、ハンドピース、モーター、パワーパックの故障など。
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５ 操作方法 ６. カーボンブラシ（カールコード）の交換

５－２．手元スイッチの操作
　　パワーパックのステーションの選択とハンドピースのＯＮ/ＯＦＦ操作に使用します。
  

■センタンツール交換の際には手元スイッチの操作を行わないでください。注  意

５－１．パワーパックへの接続
　　カールコードのプラグの溝をパワーパックの突起に合わせて差し込んでください。
　　※ミニモ １ シリーズ以前のパワーパックには接続できません。

使用するＤＣ ＭＯＴＯＲのステーションが選択されていないとき

使用するＤＣ ＭＯＴＯＲのステーションが選択されているとき

操作 動作

手元スイッチを押す

手元スイッチを押す

手元スイッチを押す

接続されたＤＣ ＭＯＴＯＲ出力ランプ点灯

モーター起動

モーター停止

①

②

③

-

①

②

カーボンブラシの交換手順

カールコードの交換手順

パワーパックからカールコードを外します。

グリップナットをスパナ（２１ｍｍ）で外します。

本体からカールコードコネクタを引き抜きます。

この時カールコードの樹脂部分を持ってまっすぐに引き抜きます。

カーボンブラシを固定しているネジを外しカーボンブラシを抜き出します。

新しいカーボンブラシを元のように取り付けネジで固定します。

グリップを挿入しグリップ固定ねじを締め付けます。

（手元スイッチのコードに注意しながらグリップを挿入してください。）

グリップナットをスパナで締め付けます。

①

②

③

⑥

⑦

⑧

⑩

①

②

③

-

-

⑥

⑧

■必ず指定されたカーボンブラシを使用してください。（カーボンブラシは両側同時に交換してください）
■交換後は低回転から徐々に回転速度を上げて試運転を行い、異常がないか確認して
　 ください。
■カーボンブラシを交換する際は、必ずパワーパックに接続されているカールコード
　 を抜いてください。

注  意

-

図 -８

図 -９

-

-

図 -９ 図 -１０

本体側 カールコード側

ベルトアームの交換手順

ベルトの交換手順

パワーパックからカールコードを外します。

ベルトアームをまっすぐ引き抜きます。

①

④

①

- 図 -６

ベルトアームの突起をボディの溝に合わせて、奥まで差し込みます。⑤ - 図 -６

ベルトを駆動プーリーに掛けて、ベルトアームのノブを引いた状態で先端のプーリーに掛けます。⑥ ④

図 -５ 図 -６

-

＜カーボンブラシの交換＞

長期間使用していると、モーターの回転が断続的に不安定になったり、あるいは回転しなくなったりすることがあり

ます。このような場合にはカーボンブラシを交換してください。

※カーボンブラシは両側同時に交換してください。

１）カールコードを外します。

２）グリップナット⑪をスパナ（19mm）で外し、グリップ固定ネジ⑧を取り外してからグリップを外します。

３）右図を参照しながらカーボンブラシを交換してください。

※手元スイッチのコードに注意しながらグリップを取り付けてください。

　

ベルトアームのノブをグリップの方向に引き込みます。② ②

ベルトを持ち上げて外します。③ ③

図 -５

図 -５

-

■交換後は低回転から徐々に回転速度を上げて試運転を行い、異常がないか確認してください。
■必ずコントロールパックに接続されているカールコードを抜いてから作業を行ってください。

注  意

５－３．ベルト着脱・ベルトアーム交換

グリップ固定ねじを取り外してからグリップを外します。⑤ ⑤

カールコードのソケットをモーター本体のピンに合わせまっすぐに差し込みます。

（カールコードを交換する時は、このとき新品のコードと交換してください。）
⑨ ⑦ 図 -１０

-

-

グリップからアース用ネジを外します。④ ④ -
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図 -８図 -７

図 -７

駆動プーリー

先端プーリー ノブ

手元スイッチ

カーボンブラシ

カーボンブラシ



プーリー取付キット
（Ｈ８２/Ｈ８２Ｌ用）
ＢＳ３１－１４０

防塵カバー
ＢＳ１－２７７Ｇ

プーリー取付キット


